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第７９９回例会 （2015 年 7 月 9 日）の記録 

＜ロータリーソング＞                    

全会員 

  ♪Ｒ-Ｏ-Ｔ-Ａ-Ｒ-Ｙ♪     

 
＜会長の時間＞            松田会長 
皆さんこんばんは。先週はとりあえず無事船出をし

て、ほっとしています。今日は我々が支援していま

す山本加奈子様の活動されているラオスのことにつ

いてお話をしたいと思います。 

先週の土曜日にＢＳの放送を見ていましたら、「ラオ

ス・世界遺産の街」という紀行旅番組をやっていま

した。向井理という俳優がラオス各地を紹介してい

る番組で、特にルアンパバーンの街を中心に近郊を

紹介していました。ルアンパバーンの町並みは 20年

も前の 1995 年に世界遺産登録されています。フラン

スとラオスの伝統を融合したコロニアル様式の美し

い町並みをその俳優が自転車を走らせて散策してい

ました。毎朝、数珠つなぎになって托鉢するお坊さ

んに、自分たちは裕福でないのに、ご先祖さまが向

こうでひもじい思いをしないように、と言って、ご

く普通に食べ物を分け与えていました。ラオスの

人々の心の豊かさが伝わってきました。 フランス

人から作り方を教わったというパン工場も紹介して

いました。かつて植民地支配をしていたフランス文

化も受け入れつつ、自分たちの文化とうまく融合さ

せているようでした。郊外のメコン川流域の海苔を

取る人々も紹介していました。自分たちが食べる分

だけの魚を網で捕り、家族と川沿いで食事する生活

で、こうやって暮らしているのが幸せだと話してい

ました。ルアンパバーンからバイクで 40 分、山岳部

の民ラオスーン族も紹介していました。農耕生活を

していますが、何か必要なものがあれば、隣で借り、

たくさん取れれば、お裾分けし、更に多く取れたら

市場に売りに行く、お互いが助け合い、当たり前の

ように上の子供が下の子供の面倒を見ています。自

然と向き合い、自然と共に暮らすという、アジアの

原風景のように思いました。大昔の日本もきっとそ

うだったんでしょうね。 

 ルアンパバーンからさほど遠くない学校も紹介さ

れていました。そこの生徒は制服を着ていましたし、

皆靴を履いていました。我々が支援した学校よりは

豊かなようでしたが、やはり便所がなくて、近くの

木陰で用を足していました。因みに、フランス人が

旅行したい街の第１位はルアンパバーンだそうです。 

最後に、「黒川さんと一緒にラオスへ行こう！」 

 

今週のプログラム 

（２０１５年 ７月１６日 第８００回例会） 

委員会活動方針 
（社会奉仕委員会・職業奉仕委員会 

青少年奉仕委員会） 
担当 山下委員長・小山委員長・岸上委員長 

 

次週のプログラム 
 

（２０１５年７月２３日 第８０１回例会） 
 

卓話：ＩＭについて（その２） 
 

担当：黒川 彰夫 ＩＭ実行委員長 
 



 

 

＜ピアノ演奏曲＞         近藤美里さん 
１． 浜辺の歌 
２． イパネマの娘 
３． 思い出のサンフランシスコ 
 
＜幹事報告＞            山本(友)幹事 
１．『ロータリーの友』電子版のご案内を回覧致しま

す。 
２．国連支援募金事務局より、当クラブからの寄付

に対するお礼状が届きましたので、回覧致しま

す。 
３．「ポリオ募金」(50 ドル/名)のお願いが参りまし

た。理事会で承認されました。第 2 四半期で集

めさせて頂きます。 
 
＜出席報告＞           西本出席担当 
会員数（内出席免除会員 4 名）       22 名 
本日の出席者数（内免除会員２名）     17 名 
本日の出席率               85％ 
前々回(6 月 25 日)の修正出席率      95.24％ 
 
＜ＳＡＡ報告＞ 

＊スマイルボックス 

山田会員：今日から電車です。 

黒川会員：暑いです。 

コメント無：山下会員、西本会員 

 

＊ロータリー財団 

水本会員：11 日孫の誕生日!!プレゼントを買わなく

ては!! 

藤田会員：山田克子国際奉仕委員長、本日よろしく

お願いします。 

コメント無：山下会員、高尾会員 

 

＊米山記念奨学会 

藤田会員：5日(日)米山奨学会、総会及び歓迎会に参

加してきました。 

水島会員：山田委員長、本日よろしくお願いします。 

黒川会員：米山の委員長です。 

コメント無：山下会員、高尾会員、山本(雅)会員 

＊ラオス基金 

藤田会員：梅雨明けまだでしょうか？ 

高尾会員：今日も暑いですね! 

黒川会員：ラオスの話はＴＶでひどい。 

コメント無：山下会員、相原会員、西本会員 

 

＊メイプル基金 

山田会員：フォーラムすみません。準備不足です。 

山本(友)会員：本日、木下、山田両委員長さま、よ

ろしくお願い致します。 

藤田会員：木下健治クラブ奉仕委員長、本日よろし

くお願いします。 

水島会員:木下健治会員、本日よろしくお願いします。 

木下(健)会員:今週はクラブ奉仕委員会活動方針 

です。 

黒川会員：欠席のお詫び。 

コメント無：山下会員、高尾会員、西本会員 

 

＜卓話＞ 委員会活動方針 

[クラブ奉仕委員会]  木下健治クラブ奉仕委員長 

五大奉仕の第一部門である「クラブ奉仕」につい

て、ロータリークラブ定款では、「クラブの機能を充

実させるために、クラブ内で会員が取るべき行動に

関わるものである」と記述されております。この文

面だけではちょっと分かりにくいので、これを企業

組織に例えてみますと、職業奉仕・社会奉仕・国際

奉仕・青少年奉仕は、営業を担当する部門であり、

クラブ奉仕はその営業部門を支える管理部門に相当

すると言えるのではないでしょうか。 

今年度も引き続き最重要課題である会員増強につ

ながるよう、親睦活動にゲストをお呼びして、会員

との交流を通じて、当クラブのアットホームな雰囲

気を感じてもらうことも重要であると考えておりま

す。水本親睦委員長には、9月のお月見例会ではコン

ツェルトによる神戸港クルーズをはじめ、楽しい親

睦行事を企画して頂きます。 

会報については、昨年同様卓話者が会報担当をし

たり、昨年度から電子ファイルとしてメーリングリ

ストに流すようにしたり、リニューアルしたホーム

ページにアップしたりして、 



 

 

パソコンやスマートフォンから見られるようになり、

紙の削減にもつながりました。 

会員増強委員会は、藤田委員長を中心にファイヤ

サイドミーティングの実施等でいかに増強に繋げら

れるか、特に若い会員の動きが重要であると、私を

含め若い会員が友人を連れて来れる雰囲気にしたい

と思います。 

情報委員会は、ロータリーの友の読み合わせはし

ない、ホームページは外注化したので今年度版に更

新し、活動報告等も充実させていきます。 

フォーラムでは、皆さんの意見を吸い上げられる

よう、ブレーンストーミング形式で皆様の意見をお

聞きしたいと思っております。 

今年度も松田会長の運営方針に基づき、関連４委員

会と連携して有意義で楽しいクラブライフを送れる

ようにしていきたいと考えます。 

 

[国際奉仕委員会]    山田克子国際奉仕委員長 

今期の千里メイプル RCの国際奉仕活動は、やはり 

ラオスにおける衛生支援活動を中心に活動していき

たいと考えています。 

国際奉仕委員会の委員会構成は、ロータリー財団委

員会、米山奨学委員会、国際奉仕プロジェクト委員

会、国際交流・青少年交換委員会となります。 

各委員長の方々との協力と会員の皆さんと共に、

小さなクラブだからこそ目標を持ってたのしく活動

していきたいと思います。 

ＩＭには山本加奈子さんをお招きする予定と伺っ

ておりますが、私は是非とも千里メイプル RC の国際

奉仕としても、長年にわたり親交を重ね、ご協力を

していただいている山本加奈子さんに、当クラブの

例会に来ていただいて、加奈子さんと面識のない新

入会員の方々との交流のお願いと卓話をしていただ

くことも望んでおります。私事となり恐縮ですが、

以前ロータリー財団委員長のときにＧＳＥを担当さ

せていただき他クラブの会員の方々との交流を初め

て経験させていただき、他のクラブの国際奉仕活動

も知ることができた上、いまだに交流をさせていた

だいています。又、アメリカでのメイクアップに出

席させていただけるという素晴らしい、楽しい機会

も経験させていただいています。たとえ目標の活動

が実行できなくても、目標に向かう情熱や思いをこ

める事で、社会の中で世界の中で"生きる"という事

を考え感謝する心の奉仕を受けさせて頂けると感じ

ています。又人々との交流やご縁を頂き、そのご縁

が続く、繋がると言うこともロータリアンとして、

ありがたく学ばせていただける大切な事ではないか

と感じております。  

ラオスは身近に！ すぐそこに！ 

１年間よろしくお願い致します。 

（担当：黒川彰夫） 


